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【プログラム】













日　程�
時　　間�
テ　ー　マ�
講　師（敬称略）�
�
５月


１５日


（土）�
10：30～


12：30�
被害・加害の連鎖～総論�
山梨県立大学人間福祉学部　教授


　　西澤　哲�
�
�
昼　食　（各自でお取りください）�
�
�
13：30～


14：45�
学校でのいじめ被害の連鎖と和解のプログラム�
国立成育医療センターこころの心療部長


奥山　眞紀子�
�
�
15：00～


16：30�
児童養護施設内の子ども間暴力の実態とその対策�
埼玉県立小児医療センター精神科医長


星野　崇啓�
�
５月


１６日


（日）�
9：00～


10：30�
関係性による支援～治療共同体と対話アプローチ�
大阪大学大学院人間科学研究科　教授


藤岡　淳子�
�
�
10：40～12：00�
被害から加害に至った子どものケアの原点�
国立武蔵野学院　院長


相澤　仁�
�
�
昼　食 （各自でお取りください）�
�
�
13：00～


14：20�
思春期の性加害プログラムのあり方�
国立武蔵野学院　医務課長


富田　拓�
�
�
14：30～


16：30�
総合討論�
講師全員�
�






児童思春期講座1





子どもの時期の被害と加害の連鎖はいじめ、虐待など様々な場面で認められます。そして、その連鎖を食い止めるのは支援者として大きな課題の一つです。連鎖を食い止めるには、被害の予防、被害者への支援、加害者への支援とともに、被害者－加害者の関係性への支援も必要となります。


本研修ではまず、被害と加害の関係を総論し、その後、さまざまな取り組みを紹介して、最後に総合的なディスカッションを行う予定です。臨床場面において、いじめ、虐待、犯罪被害・加害などにかかわる支援者にご参加いただき、役に立てていただけるように企画しています。日々の臨床で被害や加害の問題に直面されている支援者やそれを目指そうとしている多くの方々のご参加を期待しています。


　【国立成育医療センターこころの診療部　奥山　眞紀子】





期　　日：2010年5月15日（土）・16日（日）


受講対象：子どもの虐待・いじめの防止・子どもへの援助に携わる全ての専門職、行政職、民間団体、ボランティアの方


定　　員：１５０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込、昼食は各自でお取りください）


主　　催：財団法人　明治安田こころの健康財団　　０３－３９８６－７０２１


会　　場：財団法人　全国町村議員会館　２階会議室


東京都千代田区一番町25番地　０３－３２６４－８１８５


	交通手段：地下鉄半蔵門線半蔵門駅　5番出口より徒歩２分


　　　　　　　　　　　　　地下鉄有楽町線麹町駅　　３番出口より徒歩６分














子どもの被害・加害の連鎖を断ち切るために








